人と関わりながら、自分らしく（Ｍさんのお話から）
「あず ゆあ はうす」を初めてご利用される方がいらっしゃると、私たちはまず、ご利用者様の毎日の様子や、どんな支援をしていったらいいのかをご家族とお話するために、ご自宅を訪問することにしています。
2012年1月の下旬のある日。
私たちは、翌日からのご利用をひかえられた美里さん（仮名）のご自宅を訪ね、日々のご様子を娘の直美さん（仮名）から伺いました。
一人きりの部屋

「昼間は部屋に閉じこもっていて、夜になると時々コンビニに一人で出かけ、同じようなものを買ってきてしまうんです。足腰が弱っているので、家の中でも外でも、転んでしまって・・・」
直美さんのお話によると、美里さんはここ１年ほど、ほとんど自室に引きこもったような状態が続いているということでした。

　

「何を言っても話が通じないんです。ご飯も、そんなに食べられないのに盛りつけてしまうし・・・。でも、何でも自分でやっているつもりなので、手伝うと怒るんです」

「そうですか。ご自分のことはご自分でされたいんですね」

軽い認知症の症状も見られ、お薬の服用も規則的にできていないようです。

私たちは、直美さんからひと通りお話を伺い、二つの目標を決めました。

一つは、生活のリズムを取り戻して、薬を正しく服用したり入浴したりできるようにすること。もう一つは他のご利用者様たちと関わりながら、日常の中で適度な運動をして、体力をつけていくこと。

その二つが決まったところで、美里さんのお部屋へと案内していただきました。
はじめてのごあいさつ。こちらも少し緊張します。

「美里さん、入っていいですか？　おじゃまします」

「・・・はい。・・・どうぞ」

そっとドアを開けお部屋に入ります。
敷きっぱなしの布団、放りだされたままの汚れた洗濯もの。
お世辞にも片付いているとはいえない乱雑な室内。

見知らぬ人の突然の訪問に戸惑われているのか、こわばったような無表情で、こたつに当たりながら座っているおばあちゃま。それが美里さんでした。
「美里さん、明日、お待ちしていますね。よろしくお願いします」

私たちをお部屋に入れてくれた美里さんでしたが、笑顔もありません。ひと言ふた言、会話を交わすことはできましたが、まもなく、
「年賀状が気になるから、もう帰っとくれ！」
私たちは美里さんと充分にコミュニケーションをとることができないまま、お宅を後にすることになりました。

帰り道、スタッフの気持ちは決して明るいものではありませんでした。
「美里さんが『あず ゆあ はうす』をご利用されるのは、もしかしたら難しいんじゃないかなぁ」

「うん・・・。まず、通えるかどうか、ですよね」
実は、2011年3月11日の大震災以来、多くのご高齢者が、不安な気持ちから夜間にも電気を付けるようになられました。明るいので寝られなくなり、代わりに日中うとうとしたり、食事の時間も不規則になったり。いわゆる「昼夜逆転」です。美里さんも同じでした。

加えて美里さんは、ご家族のお仕事の都合で、夜間は一人で過ごされることが多いようでした。昼間は自室でうたた寝し、気が向いたときに食事。夜になると目が冴えてお部屋から出て、コンビニなどに出かける。同居しているにも関わらず、いつの間にかご家族とはすれ違い、一人での生活が長くなってしまったように見受けられました。
ケアマネージャーさんさえ、美里さんとは満足にお話することができなかったと聞いています。

「お一人で過ごされてきた時間が長いからね」

「迎えに行ったときに、お部屋から出てきてくれるだろうか」

「まず、車に乗ることができたら最初はそれでＯＫ、というところから始めてみましょうか」

「そうだね。慣れるまではしばらく、ゆっくり美里さんのペースで！」
慣れてくださるまで、どれくらいかかるかな。

はじめはきっと、返事もしてもらえないだろうな。

ちょっぴり覚悟を決めて、私たちは美里さんとの初日を迎えました。
ことのほか順調なスタート
翌朝。送迎の車が「あず ゆあ はうす」到着しました。

ときおりふらつきながらも、手すりにつかまり、美里さんはお部屋に上がってこられます。

「よかった、美里さん、大丈夫そうですね」

「ええ。お迎えに行った時も、わりとすんなり車に乗ってくださったんですよ」

最初は話しかけても返事もしてもらえないだろうと思っていましたが、スムーズに美里さんとの１日目がスタートしました。

相撲と時代劇が好きなのよ、などとスタッフとお話していた美里さんですが、ふと表情が険しくなり、「なんでここにいるのかしら。もう帰りたいわ」と思い出したようにおっしゃいます。
それとなく、また時代劇の話題を向けてみますが、「帰りたい」「疲れたわ」と繰り返されるばかり。

「美里さん、一緒にお散歩に行きませんか？」

外に出ようとする美里さんを、スタッフが散歩にお連れしてみます。
一回りして、戻ってこられたところでコーヒーをお出しすると、「おいしいコーヒーですね」とニコニコされ、午前中と比べると少し落ち着かれたように見えました。

「４時にお送りしますから、もう少しゆっくりしていきませんか？」

「そうお？　じゃ、甘えようかしら」

帰りたい、疲れた、と繰り返されたものの、もっともっと拒否されるに違いない！と構えていた私たちは、ほっとひと安心です。そのうえ、
「人が周りにいるのって、いいわね・・・」

帰り際、美里さんはつぶやくように、そう言われたのでした。

２日目、早くも激的な変化！？
次の日も、美里さんはやって来られました。

「私は耳が遠くて。それから、トイレも近いの」と、ご自分の体調のことを教えてくださいます。
しばらくすると、もうすっかり他のご利用者様とも打ち解けられています。耳が遠いとおっしゃるものの、相撲を見ながら、「私は、○△山が好きで、応援しているのよ」と笑顔でお話されています。

そのあと、リハビリ体操まで参加してくださいました。

「２日目でリハビリ体操まで！？　美里さん、すごーい！！」

私たちにとっても、嬉しい誤算です。

「ここは家庭的なところね。どこに連れて行かれるかと思ったけど、よかった。ここはいいところね」

・・・えっ！？　

２日目にして、そんな言葉をかけていただけるなんて！
最初にお会いしたときには想像できないくらい急激な、でも美里さんのうれしい変化に、私たちも驚くばかりです。
一方で、トイレは５分おきくらいと、かなり頻回の状態です。

「お腹の具合でも悪いですか？」

「ううん、大丈夫よ。どこも悪くない。手を借りなくても大丈夫よ」

回数は多くても、ご本人がトイレに行きたいと思われるのであれば、そのまま行っていただくことにしました。

また、美里さんが自分でできるとおっしゃるところは、あえてお手伝いせず美里さんにお任せします。
「トイレの回数をもう少し少なくしてあげられたら」
「あと入浴ね。お風呂に入っていただけたら、温まってもらえるんだけどなぁ」

焦りそうになるのをグッとこらえて、あくまでも美里さんのペースで、と言い聞かせて。
少しずつ少しずつ、美里さんとのココロの距離を縮めながら、次の支援をどうしていくかを探っていきます。
足浴で心身を温めて

お風呂に誘っても、「今日はいいです」と断られる美里さん。

それなら足浴はどうだろうか。

「美里さん、足が冷たいようだから、少し温めてみませんか？」
座ってくつろいでいる美里さんのところに、たっぷりとお湯を張った容器を持って行き、

声をかけてみました。

「でも、わたし、ここにやけどの痕があるから・・・」
足をおさえて、しり込みされます。
「やけどの痕が？　そうですか、大変だったんですね・・・。でもそれならなおさら、足を温めながら見せてくださいますか？　私たちがお手伝いするときに美里さんが困らないように・・・」

決して美里さんにムリをさせることがないように。
気持ちに寄り沿いながら。
そっとお誘いしてみると、
「分かりました」

美里さんは、私たちに足浴のお手伝いをさせてくださいました。
「あ～、これこれ、気持ちいいわね～」

美里さんのお顔とココロがほころぶのが感じられました。

次の日も足浴の準備をしました。押しつけにはならないように、さりげなく・・・。こういうときこそ、スタッフの腕の見せどころです。
「美里さん、今、トイレ？　じゃ、今のうちに！」

美里さんがトイレに立ったのを見計らって、お部屋の中でもトイレに近いところに足浴のためのお湯を持って行きます。

そして美里さんがトイレから出てこられたところで、声をおかけします。
「あら？　美里さん見てください！　こんなところにお湯がありますよ。ちょっと足、あっためていきませんか？」

「そうお？」

「ええ。温まりますよ、きっと！　足が温まって、もっと足が動くようになるといいですね」

「あたし、大丈夫かしら」

「大丈夫よ、美里さん！」

ココロが上向きに動くような、プラスの言葉がけをしながら、ゆっくりと足浴を楽しんでいただきます。
お一人で過ごされているときは、あまりお風呂に入る機会もなかったのでしょうか、足の皮膚は、はじめの頃は粉をふいたようになっていましたが、マッサージをしたり温めたりすることでずいぶんときれいになってきました。

スタッフ間で引き継ぎをするときにも、
「美里さんには、このペースで、このリズムでね」

「少しでも、イヤっていうそぶりを見せられたら、そのときは止めようね」

決して美里さんに無理強いをしないように、けれどここぞというタイミングは逃さないように、と伝え合います。
ついにお風呂へ！

美里さんが足浴に慣れたころ、次のステップにトライします。スタッフが足浴の場所を、お部屋からトイレの近くへと少しずつ変えていたのは、その流れで美里さんをお風呂場にお連れできたら、と考えてのことだったのです。

その日の足浴は、すぐ隣りはお風呂場、という場所に準備しました。

いつものように足浴をしながら、浴室を指さして、
「美里さん、あそこの湯船にお湯がいっぱい溜まってます。あそこに入ったら、もっと気持ちいいと思いますよ。入ってみますか？」

「じゃあ・・・、入ってみようかしら」

「美里さん、そういえば、やけどの痕は、どこまであるんですか？」

「忘れちゃったわ・・・」

「背中は、どうかしら。少し見せていただいてもいいですか？」
少しずつお洋服を脱ぐのを手伝いながら、自然な流れで美里さんをお風呂場にお連れします。

「あぁ、あったか～い！　気持ちがいいわ。わたし、ずいぶんと元気になったと思うのよ」

いつのまにか入ったお風呂に戸惑われることもなく、美里さんは子どもの頃の話などを聞かせてくださり、スタッフとの会話も弾みます。

「あぁ、気持ちがいい。こうやってくださるから、元気になっていくのよね」

美里さんの言葉どおり、お風呂から上がった美里さんは、ツヤツヤ！
「さっぱりつるりんで、キレイになっちゃって！　美里さんはいつもおきれいですね」

「あら、あたしはきれいじゃないのよ」

照れるように笑う美里さんは、本当に見違えるようにイキイキしています。そして、もうひとつ嬉しいことが続きます。

足浴をしてお風呂に入れるようになると、「冷え」が解消されたのか、目に見えてトイレの回数が減ってきたのです。

ここは床暖房も入っているので、普段も足元が暖か。

「ここに来ると、あったかくてあったかくて、しかたないのよ」

そう言って、履いている靴下まで脱ぎ、裸足で過ごされるようにもなりました。

ありのままを認めてくれるお仲間
美里さんには、決まった生活のリズムがありました。
毎日、昼食を召し上がって落ち着かれた午後２時ころになると、

「じゃあ、そろそろ」

バッグを持って上着を着て、杖を持ち、帰り支度を始められるのです。

「あら、美里さん。帰る時間は４時だったんじゃないですか？」

「あぁ、そうだったわねぇ」

「お荷物、取りにいくの、大変でしょ？」

「ええ、でも持っている方がいいの」

帰るまでの２時間ほどは、お部屋の中を移動するにも、杖を片手にバッグを持って。

でも、美里さんがそうしたいと思うのなら、その通りにしていただいています。
周りのご利用者のみなさんも、「美里さんは、午後になると荷物を持っているのね」と受け入れてくださっています。

それだけではありません。

「よく聞こえないから、これは付けたくないの」

耳が遠いけれど、補聴器はお嫌いな美里さん。私たちスタッフは、大きくゆっくり話しかけることを心がけていますが、ご利用者様同士でお話されるときは、よく聞き取れず「えっ？」と聞き返されることもたびたびあるようです。

そんなとき、他のご利用者の皆さんは、「あのね・・・」と、美里さんに聞こえるような大きな声で、もう一度、会話の内容を話して聞かせてくださるのです。

「こんなにあったかいところがある。

　私、ここに来てうれしい、元気になりたい！」
美里さんとの会話には、たびたび「元気」という言葉が登場するようになりました。美里さんにとってあたたかいのは、床暖房だけではなかったのかもしれません。

一人ソファにぼんやりと座っている美里さんに、「美里さん、つまらなくないですか？」と声をかけると、こうお返事してくれました。
「いるだけでいい。ここにいるだけで私、とってもうれしいの！」

日々、笑顔で元気！
今では、ふらついていた足腰もしっかりし、食器を運んでくださったり、手際良くお料理のお手伝いをしてくださったりしています。
「お料理を作らせてくれてありがとう」
「いいえ、お手伝いしていただいてありがとうございます。美里さんはお料理がお上手なんですね」

「そんなことないのよ、上手じゃないのよ」

遠慮がちにそう言いながらも、とても満足そうな表情の美里さんです。もともと、お料理好きなのでしょう、野菜を刻む手つきは、とてもてきぱきとしています。

「美里さん、すごいなぁ！」その手際の良さには、スタッフもいつも驚かされています。

皆さんと和やかに話をしながら、食卓を囲むお昼どき、
「みんなでテーブルを囲んで、食事をするって、ほんとに楽しいのね！」

美里さんが、とてもうれしそうに、こうおっしゃってくださいました。

すると、皆さんも、
「そうね、本当ね！」

「みんなで集まるって、楽しくていいわね」

そこに流れる、あたたかい雰囲気。
スタッフとご利用者の皆さんとで、わいわいと喋りながら、同じものをみんなで頂ける幸せ。

美里さんには、いえ、人には、「人と関わって、人の中で暮らしていく」ということが必要なのだなと感じます。
最近の美里さんは、お帰りの時間になると、外に出る前に必ず鏡にお顔を映し、髪を整えたり身だしなみを確認したりされています。ちょっぴり時間がかかって、出発の時刻を過ぎてしまうときもありますが、スタッフは「でも、待とうね」。

おきれいで、かわいくて、ちょっぴりはにかみ屋さんの美里さん。

人と関わりながら、自分らしく毎日を生き生きと過ごされている美里さんは、ほんとうに素敵です。
帰り際、ちょこんと帽子をかぶり、お荷物を入れたリュックを背負われた美里さんに、「また来てくださいね！」と声をかけると、
「ええ。私、また明日来るわよ！」

ニコニコと答えてくださる笑顔に、私たちも元気をもらう毎日です。

